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猿投神社（下石町）

戦国時代に三河地方から下石に移住してきた戸松氏によ
り元禄元年（１６６８年）３月に勧請して建立された。大碓
命、景行天皇、垂仁天皇を祀っている。
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議案番号 議決結果
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議第59号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第60号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第61号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第62号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第63号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第64号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第65号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第66号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮第３号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮第４号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第67号 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第68号 認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議第69号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第70号 認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第71号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第72号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第73号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第74号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第75号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第76号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第77号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第78号 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第79号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第80号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第81号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第82号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出
第２号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：賛成　×：反対

おり同意及び承認しました。残りの上程された案件は、各常任委員会に付託され、９月12日～19日に審査
し、本会議において、原案のとおり可決及び認定しました。最終日には追加議案４件（補正予算関係１件、
その他の案件３件）が上程され、委員会付託ののち、本会議において、原案のとおり可決しました。また、
議員提出による条例が１件上程され、可決されました。本会議での採決状況及び結果につきましては、下記
のとおりです。

3

土 岐 市 議 会 だ よ り

平成30年 第 ４ 回 定 例 会 報 告
第４回定例会には、平成30年度補正予算関係２件、条例関係３件、その他の案件17件の合計22件が市長
から上程されました。そのうち、人事案件４件、その他の案件１件については２日目に採決をし、原案のと

議案番号 議　案　名 議案の主な内容

議第59号 平成30年度土岐市一般会計補正予算（第２号） 補正額 28,695千円
議第60号 平成30年度土岐市介護保険特別会計補正予算（第１号） 補正額 213,252千円

議第61号
土岐市議会議員及び土岐市長の選挙における自動車の使用
及びポスターの作成の公営に関する条例の一部を改正する
条例について

選挙運動用ビラの作成費用を公費負担とするため

議第62号 土岐市企業立地促進条例の一部を改正する条例について 奨励措置の対象に植物工場を追加するため

議第63号 土岐市火災予防条例の一部を改正する条例について 重大な法令違反のある防火対象物に係る公表制
度を実施するため

議第64号 土岐市弓道場の指定管理者の指定について 指定管理者として土岐市弓道協会を指定しよう
とするもの

議第65号 土岐市教育委員会委員の任命同意について 加藤悟さんの再任同意
議第66号 土岐市公平委員会委員の選任同意について 水野健一さんの選任同意

諮第３号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることにつ
いて 山口妙子さんの推薦同意

諮第４号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることにつ
いて 黒豆啓子さんの推薦同意

議第67号 専決処分の報告及び承認について
専第6号　損害賠償の額を定めることについて 賠償額 1,117,650円

議第68号 平成29年度土岐市一般会計決算の認定について 歳入 23,688,205,763円 歳出 22,794,224,769円
議第69号 平成29年度土岐市下水道事業特別会計決算の認定について 歳入 1,844,857,366円 歳出 1,758,046,206円
議第70号 平成29年度土岐市国民健康保険特別会計決算の認定について 歳入 7,165,072,836円 歳出 6,737,918,997円
議第71号 平成29年度土岐市駐車場事業特別会計決算の認定について 歳入 64,596,404円 歳出 61,136,239円
議第72号 平成29年度土岐市介護保険特別会計決算の認定について 歳入 5,994,157,777円 歳出 5,658,891,048円

議第73号 平成29年度土岐市農業集落排水事業特別会計決算の認定
について 歳入 33,646,940円 歳出 33,646,940円

議第74号 平成29年度土岐市・瑞浪市介護認定審査会特別会計決算の
認定について 歳入 35,241,196円 歳出 35,241,196円

議第75号 平成29年度土岐市・瑞浪市障害者総合支援認定審査会特別
会計決算の認定について 歳入 4,453,217円 歳出 4,453,217円

議第76号 平成29年度土岐市後期高齢者医療保険特別会計決算の認
定について 歳入 762,463,826円 歳出 741,557,993円

議第77号 平成29年度土岐市病院事業会計決算の認定について 歳入 6,188,784,413円 歳出 6,503,455,834円
議第78号 平成29年度土岐市水道事業会計決算の認定について 歳入 1,833,018,859円 歳出 1,592,117,647円
議第79号 平成30年度土岐市一般会計補正予算（第３号） 補正額 5,600千円

議第80号 財産の取得について
新庁舎備品（執務スペース用机、イス、棚）を
金100,656,000円で株式会社マルヨシ商会から
取得しようとするもの。

議第81号 財産の取得について
新庁舎備品（執務スペース用カウンター）を金
53,352,000円で株式会社マルヨシ商会から取得
しようとするもの。

議第82号 財産の取得について
新庁舎備品（共用スペース及び会議室用机、イス）
を金37,530,000円で株式会社マルヨシ商会から
取得しようとするもの。

議員提出
第２号 土岐市美濃焼のまち条例について P7の条文を参照
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委員会報告（第１常任委員会）

平成 30年度土岐市一般会計補正予算（第２号）
　　　測量調査委託について、市有地売却にむけた今
後のスケジュールは。
　　　今年度中に境界確定測量を行い、公募プロポー
ザルにより売却先を決めたい。

質疑

答弁

土岐市火災予防条例の一部を改正する条例について
　　　防火対象物の消防用設備の状況が法令に違反す
る施設はあるか。
　　　現在市内に８施設ある。

質疑

答弁

平成 29年度土岐市一般会計決算の認定について（所管部分）
　　　地方交付税が予算額より減収となった理由は。
　　　予算積算時に税収を過少に見込んだことと、国が 0.6%交付税を減額したことが要因。
　　　総務費の指定管理者制度事業評価について、問題点、指導事項等はなかったか。
　　　各所管課においてモニタリングを実施したが、特に問題点等指摘事項はなかった。
　　　経済対策臨時福祉給付金給付事業について、給付率は何パーセントか。
　　　10,477 人に給付され、給付率は 80.6%。
　　　子どもの貧困実態調査事業について、どのような状況
を把握されたか。
　　　全国の貧困率が 13.9%に対し土岐市では、6.7%だった。
今後、子どもの居場所づくりも含め、学習習慣や生活習慣が
身に付くような施策を検討する。
　　　児童館に併設された子育て支援センターの運営状況に
ついて。
　　　保育園２園での相談体制から、西部、駄知、肥田の児
童センターへ移行し、出前相談も実施したことにより大幅に
相談者が増加した。
　　　不妊治療費助成事業の実情について。
　　　妊娠した実例も聞いているが、一般不妊治療から特定不妊治療に移行する方も多くみえる。

　　　防災資機材整備について、避難所間仕切りは計画通り整
備されたのか。
　　　当初、段ボール製パーテーションを考えていたが、導入
の検討の中で、簡易型テントが有効であると判断し、テントの
購入に切り替えた。
　　　使用料、手数料の見直しにより、市民の負担が増え、施
設の利用機会が減ることは市民サービスの低下につながる懸念
がある。市民生活の向上に資する予算執行を要望し、この決算
に反対する。

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

討論

土岐市議会議員及び土岐市長の選挙にお
ける自動車の使用及びポスターの作成の
公営に関する条例の一部を改正する条例
について
　　　ビラ作成の上限枚数と配布方法につ
いて。
　　　市長選挙が 16,000 枚、市議会議員選
挙が 4,000 枚。新聞折込や個人演説会場等
配布方法には制限がある。

質疑

答弁

災害用プライバシーテント

子育て支援センター
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土 岐 市 議 会 だ よ り

平成 29年度土岐市介護保険特別会計決算の認
定について
　　　介護保険事業計画最終年も黒字決算となっ
たことについてどのように分析しているか。
　　　介護給付費の伸びが計画より下回っている。
介護予防事業の効果も要因の一つであり、結果的
に黒字決算となった。

質疑

答弁

平成 30年度土岐市一般会計補正予算
（第３号）（所管部分）
　　　ブロック塀補助金の現在までの問い合わせ
件数は。
　　　51件の問い合わせの内、14件が申請された。

質疑

答弁

財産の取得について（議第 80号）
　　　一般競争入札の条件が３市となっていた理
由は。
　　　競争性を確保するためである。

質疑

答弁

財産の取得について（議第 81号）
　　　入札の落札率は。
　　　99.7%である。
質疑

答弁

平成 29年度土岐市後期高齢者医療保険特別
会計決算の認定について
　　　特定健康診査受診者が減少傾向にあるこ
とをどのように考えているのか。
　　　受診者減少の現状には危惧しており、周
知活動を積極的に行いたい。

質疑

答弁

平成 29年度国民健康保険特別会計決算の認定について
　　　実質収支が黒字となった要因は。
　　　薬価改定等により医療費が抑えられたのが大きな要因である。
　　　実質収支が黒字の分、被保険者の負担を抑えた保険料にすべきであり、この決算に反対する。

質疑

答弁

討論

平成 29年度土岐市病院事業会計決算の認定について
　　　特別損失に計上している 2,800 万円はどのような欠損金か。
　　　過年に実施した空調設備及び受変電設備改修工事設計委託分であるが、施工方法の見直しを諮ったため、
一括して費用化した。
　　　30年３月の入院患者数が前年同月比でかなり落ち込んでいる理由は。
　　　30年３月末に退職する医師の担当患者の調整による影響が大きい。
　　　民間等の施設では入所待機者が多いと聞くが、老人保健施設やすらぎの利用者数が思ったほど伸びてい
ない要因は。
　　　認知症棟の入所希望者は多いが、一般棟の入所希望者はあまり多くない。利用希望者と受け入れ先との
アンマッチが伸び悩みの要因である。
　　　給料未払い等により、多くの支出が生じることとなったので、今後厳正な予算執行を図ることをお願い
し、この決算に賛成する。

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

討論

平成 31年３月 18日の開庁（予定）に向けて
着実に工事は進んでいます。

着々と進む新庁舎工事
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委員会報告（第２常任委員会）

平成 30年度土岐市一般会計補正予算（第２号）
について
　　　学校建設費について空調設備設計業務委託
の完了はいつか。
　　　小学校の設計完了は来年度９月。中学校は
来年度３月を予定しているが、できる限り早急に
できるよう進めたい。

質疑

答弁

土岐市企業立地促進条例の一部を改正する条
例について
　　　植物工場における高度な環境制御とはど
ういうものか。
　　　コンピューター等により温度、湿度、二
酸化炭素等の状況を常時確認し環境を整えるも
のである。

質疑

答弁

土岐市弓道場の指定管理者の指定について
　　　指定管理料の額は。
　　　今までの使用状況などを鑑み、指定管理料支払いは予定していない。
質疑

答弁

平成 29年度土岐市水道事業会計決算の認定について
　　　配水施設改良事業の５億７千万円の内容は。
　　　工事費に相当するもので、耐震性貯水槽設置、基幹病院や広域避難所等への配水管布設、水道施設の更
新である。

質疑

答弁

平成 29年度土岐市一般会計決算の認定について
　　　住宅使用料の収入未済額について、家賃の滞納分は５年経過すると不能欠損にしているのか。
　　　時効期間は５年であるが、私債権であるため、援用が無ければ時効は成立しない。
　　　公民館使用料について、社会教育関係団体の使用料減免見直し後の利用状況は。
　　　収入額では 120 万円増額し、利用団体は 212 団体増加している。
　　　環境センター長寿命化事業について大規模改修はすべて終了したのか。
　　　平成 29年度までの３か年で３焼却炉の耐火物の交換、壁等の補修を行い、躯体の整備は終了しているが、
機器等修繕、更新は一定周期で今後も継続する。
　　　観光拠点施設運営事業について、まちゆいはどれくらい集客
があったのか。
　　　キッズスペースがなくなったことで来客数は減っているが、レ
ジ客数は 4,543 人、「陶芸体験アトリエとき」利用者は 440 人あり、
昨年より増加している。
　　　給食センター費の蒸気設備整備工事について、今後また７、８年
で故障する心配はないのか。
　　　地下ピット内の点検を業務委託するとともに、温度計を設置しチェックも行っており、対策を講じている。
　　　外国人英語指導助手招致事業について、指導助手が３人体制となったことによる効果は。
　　　ネイティブの英語を耳にすることは、英語力を伸ばしていくには重要であり、その機会が増えたことは
大きな効果である。
　　　原発などをはじめとする施設受け入れの迷惑料の性格が強い電源立地地域対策交付金が職員の人件費に
充当されていることを疑問に感じることから、この決算認定には反対する。

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

討論

まちゆい
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平成 29年度土岐市下水道事業特別会計決算
の認定について
　　　地方公営企業法適用移行業務委託につい
て、主な内容は。
　　　固定資産台帳作成業務と地方公営企業法
適用化に向けたアドバイザリ業務である。

質疑

答弁

平成 29年度土岐市農業集落排水事業特別会計
決算の認定について
　　　水洗化率を向上させるため、どのような取
り組みをしているのか。
　　　水洗化普及員が、３年に１度個別訪問を実
施しており、引き続き水洗化向上に努めていく。

質疑

答弁

平成 30年度土岐市一般会計補正予算（第３号）
　　　（仮称）大河ドラマ「麒麟がくる」岐阜県推進協議会負担金について、金額は各市町一律か。
　　　総額 1,000 万円で、県が 500 万円、８市町で 500 万円であり、内訳として、岐阜市、可児市が 70万円、
ほかの６市町が各 60万円となっている。
　　　現在、何か実施しているのか。
　　　協議会が設立されてからになる。

質疑

答弁

質疑

答弁

土岐市美濃焼のまち条例を制定しました！

土岐市は、1300 年以上の伝統と歴史を持つ美濃焼の産地として、全国でも有数の焼き物のま
ちとして発展し、陶磁器生産量日本一のまちとして広く知られています。土岐市が美濃焼のまち
であることに誇りを持ち、美濃焼の積極的な使用及び普及に努めることにより、地域経済の発展
及び地域社会の活性化を図るため、この条例を制定します。

（目　的）
第１条 この条例は、美濃焼の使用及び普及の促進に努めることにより、地域経済の発展及び地

域社会の活性化に寄与することを目的とする。
（市の役割）
第２条 市は、美濃焼の振興施策を推進し、美濃焼の使用及び普及の促進に必要な措置を講じる

よう努めるものとする。
（議会の役割）
第３条 議会は、市民の代表として、美濃焼の使用及び普及の促進に関する取組に努めるものと

する。
（事業者の役割）
第４条 美濃焼に関わる事業者は、その普及の促進に積極的に取り組み、市及び他の事業者と相

互に協力するよう努めるものとする。
（市民の協力）
第５条 市民は、美濃焼に対する関心を深め、その使用に配慮するとともに、市及び事業者が行

う普及の促進に関する取組に協力するよう努めるものとする。

このたび、土岐市と美濃焼の発展を願い、議員提出の条例として
土岐市美濃焼のまち条例を制定しました。ぜひご一読ください！
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◆
総
合
病
院
の
指
定
管
理
者
制
導
入
の

影
響
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
、
基
本
的
手
続
き
は
。

　

導
入
は
議
会
の
議
決
を
経
て
管
理
者
を

決
定
し
ま
す
。
病
院
の
設
置
管
理
条
例
で

管
理
者
を
決
め
る
議
決
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
後
、
指
定
管
理
者
を
誰
に
す
る
か
の

議
決
が
必
要
に
な
る
。
運
用
の
基
本
指
針

に
つ
い
て
は
、
自
治
法
改
正
後
、
本
市
に

制
度
を
導
入
す
る
際
、
内
部
調
整
し
た
。

旧
法
律
で
は
施
設
委
託
す
る
場
合
は
半
公

的
団
体
し
か
で
き
な
い
が
、
改
正
で
民
間

に
も
広
が
る
こ
と
に
な
り
、
設
置
条
例
を

議
会
の
同
意
を
得
て
変
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
制
約
事
項
に
つ
い
て
も
、
議
会
と

執
行
部
の
信
頼
や
話
し
合
い
の
中
で
、
で

き
る
も
の
で
あ
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

個
々
に
よ
っ
て
変
わ
る
と
思
っ
て
い
る
。

指
定
管
理
導
入
の
手
引
き
は
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
り
公
開
も
し
て
い
ま
す
。
管
理
者
選

定
に
は
公
募
に
よ
る
も
の
と
、
指
定
業
者

を
特
定
し
指
定
す
る
２
つ
の
方
法
を
取
っ

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
議
会
で
議
決
が
必

要
で
す
。

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　

地
方
創
生
の
時
代
を
迎
え
、
自
ら
の
責

任
と
判
断
に
よ
り
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
ワ

ン
ラ
ン
ク
上
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向

け
て
の
施
策
の
展
開
が
必
要
と
考
え
ら
れ

る
が
、
30
年
度
以
降
の
市
政
は
。

　

ま
ず
は
進
行
中
の
庁
舎
建
設
、
そ
し
て

駅
前
広
場
の
整
備
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
誘

致
等
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
。
少
子
高

齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
、
こ
れ
は
必
ず
予

想
さ
れ
、
税
収
も
減
っ
て
く
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
議
員
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
に
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
く
。

　

来
年
４
月
実
施
予
定
の
土
岐
市
長
選
挙

の
出
馬
意
思
に
つ
い
て
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
ま
だ
決
め
て
い
な
い
。

今
後
議
会
の
会
派
の
皆
さ
ん
、応
援
し
て
く

だ
さ
る
会
派
の
皆
さ
ん
や
支
援
者
の
方
々

と
協
議
し
な
が
ら
決
定
し
て
い
き
た
い
。

　

４
年
前
の
９
月
議
会
の
代
表
者
質
問
で

は
、
や
り
残
し
た
仕
事
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル

の
誘
致
・
駅
前
広
場
の
整
備
・
庁
舎
の
建

設
で
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
や
り
残
し
た

仕
事
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

管
理
者
制
度
を
導
入
し
厚
生
連
と
業
務

一
体
化
す
る
こ
と
の
影
響
の
懸
念
が
出
て

い
る
点
に
つ
い
て
執
行
部
の
判
断
は
。

　
（
副
市
長
）　

土
岐
市
の
ス
タ
ン
ス
は
地

域
医
療
確
保・存
続
さ
せ
て
い
く
た
め
の
手

法
が
必
要
で
、
土
岐
市
単
体
で
は
考
え
ら

れ
な
い
の
で
中
部
全
体
の
視
点
で
考
え
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
。
総
合
病
院
の
医
師

が
減
り
、
救
急
の
受
け
入
れ
が
困
難
に
な

っ
た
こ
と
で
厚
生
病
院
の
負
荷
が
高
く
な

り
両
病
院
で
の
危
機
感
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

中
部
医
療
圏
で
の
一
病
院
化
へ
厚
生
病

院
の
名
前
が
出
て
い
る
が
市
長
の
見
解
は
。

　
（
市
長
）　

厚
生
連
は
瑞
浪
厚
生
連
の
ほ

か
、
県
下
に
も
多
く
の
病
院
を
経
営
さ
れ

て
い
て
土
岐
総
合
病
院
よ
り
組
織
的
に
も

大
き
い
で
す
。
ノ
ウ
ハ
ウ
も
一
厚
生
病
院

だ
け
を
と
れ
ば
病
床
数
も
少
な
い
で
す
が
、

規
模
的
に
は
県
下
で
有
数
の
医
療
法
人
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
地
域
の
医
療

を
守
っ
て
い
く
と
い
う
観
点
で
の
お
話
と

い
う
風
に
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
一
番
の

決
め
手
は
東
濃
中
部
医
療
圏
の
中
で
救
急

確
保
、
医
療
確
保
を
い
か
に
す
る
か
と
い

う
話
な
の
で
将
来
の
一
病
院
化
へ
向
け
て

の
一
つ
の
方
策
か
な
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●
市
長
の
方
向
が
明
確
に
な
り
、
い
よ
い

よ
最
終
的
に
市
民
・
医
療
現
場
・
議
会
の

合
意
が
必
要
で
、
議
会
も
責
任
重
大
と
自

覚
し
て
い
る
。
将
来
の
生
活
と
直
結
し
た

地
域
の
医
療
確
保
へ
市
民
第
一
に
考
え
て

進
み
ま
し
ょ
う
。

　

い
つ
の
時
期
に
出
馬
表
明
す
る
か
、
引

退
表
明
す
る
と
い
う
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な

事
情
が
あ
り
、
い
つ
の
時
期
が
ベ
タ
ー
な

の
か
自
分
の
意
思
が
決
定
し
た
ら
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
総
合
病
院
に
つ
い
て

　

土
岐
市
が
総
合
病
院
に
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
、
J
A
側
を
指
定
管
理
者

と
す
る
検
討
が
分
か
っ
た
。一
病
院
化（
統

合
）が
最
も
適
当
と
結
論
を
出
し
て
い
た
、

と
の
報
道
に
つ
い
て
。

　

医
療
提
供
体
制
の
向
上
を
図
り
な
が
ら

効
率
的
な
運
営
を
行
う
た
め
に
、
制
度
を

導
入
す
る
こ
と
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

現
状
よ
り
財
政
負
担
の
改
善
が
見
込
め
な

い
の
で
あ
れ
ば
導
入
の
意
味
が
な
い
と
考

え
て
い
る
。
一
病
院
化
に
な
る
と
、
総
合

病
院
が
な
く
な
る
か
は
ま
だ
未
定
、
新
し

い
病
院
が
ど
こ
に
つ
く
ら
れ
る
の
か
、
ど

う
な
る
の
か
、
形
態
も
分
か
ら
な
い
。

　

病
院
経
営
改
善
キ
ッ
ク
オ
フ
・
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
は
月
約
70
万
円
の
高
額
委
託
料
を

支
払
い
、
病
院
の
経
営
改
善
を
行
っ
て
い

る
真
っ
最
中
に
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
を
考
え
る
意
図
は
何
な
の
か
。

　

経
営
効
率
化
は
喫
緊
の
課
題
で
、
専
門

家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
い
て
今
の
経
営
を

効
率
化
す
る
た
め
予
算
化
し
た
。
月
70
万

円
は
安
い
と
思
う
。
経
営
形
態
の
変
更
は

ま
だ
決
定
で
は
な
い
。
今
の
段
階
で
効
率

化
の
努
力
は
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
と

思
う
が
、
こ
れ
は
見
解
の
相
違
で
あ
る
。

小関　祥子後藤　久男

小関　祥子渡邉　隆
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乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
に
つ
い
て
の
当
市

の
認
識
は
。

　

乳
幼
児
に
必
要
な
栄
養
素
を
加
え
て
調

製
さ
れ
、
使
用
時
に
は
水
や
燃
料
が
不
要

で
利
用
で
き
、
育
児
の
負
担
軽
減
、
安
全

性
、
非
常
時
で
の
サ
ポ
ー
ト
効
果
が
期
待

で
き
る
。

　

災
害
時
の
環
境
整
備
と
し
て
民
間
企
業

と
の
災
害
協
定
を
結
ぶ
お
考
え
は
。

　

乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
が
販
売
さ
れ
、
事

業
者
に
お
い
て
取
り
扱
う
の
で
あ
れ
ば
、

協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

災
害
時
の
授
乳
に
安
心
で
便
利
な
使
い

捨
て
ほ
乳
ボ
ト
ル
の
必
要
性
の
お
考
え

は
。

　

民
間
事
業
者
に
要
請
を
し
て
調
達
し
よ

う
と
考
え
て
い
る
。

　

震
災
後
に
出
火
の
リ
ス
ク
を
軽
減
で
き

る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
に
関
す
る
補

助
金
の
お
考
え
は
。

　

地
震
発
生
後
の
火
災
防
止
に
役
立
つ
と

考
え
て
い
る
。
今
後
国
や
県
内
自
治
体
の

動
向
を
み
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
の
広
報
に
つ
い
て
も
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
く
。

◆
小
学
校
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　

今
年
滋
賀
県
甲
賀
市
で
児
童
が
側
溝
に

足
を
入
れ
流
さ
れ
る
事
故
が
あ
っ
た
。
伏

せ
越
し
が
さ
れ
て
な
い
側
溝
は
市
内
に
何

カ
所
あ
る
の
か
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　

側
溝
に
蓋
が
な
い
の
で
危
険
と
い
う
認

識
で
報
告
さ
れ
た
箇
所
は
濃
南
小
学
校
区

３
カ
所
、
駄
知
小
学
校
区
１
カ
所
、
肥
田

小
学
校
区
１
カ
所
、
泉
西
小
学
校
区
１
カ

所
。
今
後
教
育
委
員
会
、
建
設
部
等
が
連

携
し
合
同
点
検
を
し
て
通
学
路
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
の
っ
と
り
対
策
を
検
討
し
危
険

箇
所
の
改
善
に
努
め
る
。

◆
小
学
生
置
き
勉（
教
科
書
）に
つ
い
て

　

文
部
科
学
省
は
宿
題
で
使
わ
な
い
教
科

書
等
は
教
室
に
置
い
て
帰
る
こ
と
を
求
め

る
方
針
を
出
し
た
が
、
本
市
教
育
委
員
会

と
し
て
対
策
を
講
じ
ら
れ
る
の
か
。

　

現
在
、
日
常
的
に
使
用
し
な
い
特
定
の

教
科
書
や
家
庭
学
習
で
滅
多
に
使
わ
な
い

副
教
材
、
学
校
の
授
業
で
し
か
使
わ
な
い

用
具
を
所
定
の
場
所
に
ま
と
め
て
保
管
し

て
い
る
。
身
体
的
に
ど
う
な
の
か
と
言
う

こ
と
も
調
べ
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
精
査

し
概
略
を
ま
と
め
学
校
に
お
願
い
す
る
。

◆
教
育
環
境
の
改
善
に
つ
い
て

　

小
中
学
校
の
通
学
か
ば
ん
の
重
さ
に
つ

い
て
の
当
市
の
現
状
の
認
識
は
。

　

児
童
・
生
徒
の
通
学
か
ば
ん
は
、
教
科

書
等
の
大
判
化
や
教
科
書
の
増
加
、
内
容

の
増
加
に
よ
り
重
さ
が
増
し
て
き
て
い

る
。
体
力
に
不
安
が
あ
る
子
や
、
体
調
が

悪
い
子
に
と
っ
て
は
配
慮
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
市
内
の
児
童
・
生
徒
に

運
動
器
検
診
を
開
始
し
三
年
経
過
し
た
。

今
後
毎
年
の
結
果
を
学
校
や
教
育
委
員
会

に
お
い
て
把
握
し
て
い
く
。

◆
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い

て
　

県
が
９
月
よ
り
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
を

始
め
る
に
あ
た
り
、当
市
の
進
捗
状
況
は
。

　

県
の
事
業
と
合
わ
せ
９
月
１
日
よ
り
開

始
し
、
９
月
１
日
号
の
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
周
知
し
て
い
る
。
又
、
健
康
に
係

る
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
会
場
で
も
周

知
し
て
い
く
。
対
象
者
は
20
歳
以
上
。

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
健
康
メ
ニ
ュ
ー

は
、
が
ん
検
診
、
特
定
健
診
な
ど
13
の
検

診
、
健
康
に
係
る
各
課
が
行
う
26
の
講
座

や
、
イ
ベ
ン
ト
を
設
定
し
た
。
ポ
イ
ン
ト

を
集
め
る
シ
ー
ト
は
、
各
講
座
の
担
当
課

や
、
公
民
館
で
対
応
し
、
多
く
の
方
に
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

厚
み
と
重
さ
の
あ
る
教
科
書
を
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
活
用
し
電
子
化
に
し
て
は
。

　

い
ろ
ん
な
可
能
性
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
教
育
と

も
相
ま
っ
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
非
常
に
こ
れ

か
ら
の
教
育
の
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
と

思
う
が
子
供
に
貸
し
て
い
く
こ
と
の
あ
り

方
、
使
わ
せ
る
こ
と
の
あ
り
方
、
予
算
的

な
こ
と
も
多
く
絡
ん
で
く
る
の
で
、
も
う

少
し
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
と
言
う
枠
の
中
の
一
環

と
し
て
今
後
の
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

◆
東
濃
中
部
の
医
療
提
供
体
制
検
討
会

に
つ
い
て

　

指
定
管
理
者
制
度
を
活
用
す
る
の
な
ら

本
市
が
自
分
の
所
の
持
ち
物
で
あ
る
病
院

の
赤
字
を
打
破
す
る
こ
と
を
念
頭
に
将
来

的
に
総
合
病
院
を
こ
う
言
う
病
院
で
残
し

た
い
、
市
民
に
良
質
の
医
療
を
提
供
し
た

い
と
言
う
ビ
ジ
ョ
ン
と
コ
ン
セ
プ
ト
を
持

ち
そ
れ
を
公
表
し
提
案
す
る
の
が
筋
で

は
。
今
回
先
に
岐
阜
厚
生
連
さ
ん
か
ら
の

提
案
を
飲
ん
で
指
定
管
理
制
度
導
入
に
向

け
て
や
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
事
が

大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　

指
定
管
理
制
度
の
公
募
が
原
則
と
考
え

て
い
る
。
た
だ
、
全
国
を
見
る
と
医
療
業

務
を
扱
っ
て
い
る
法
人
、
大
学
病
院
等
ど

こ
も
大
変
疲
弊
し
て
お
り
具
体
的
に
要
綱

を
作
り
公
募
し
て
も
手
を
挙
げ
て
も
ら
え

る
の
は
想
定
出
来
な
い
。
元
々
改
革
プ
ラ

ン
に
指
定
管
理
制
度
は
う
た
っ
て
あ
る
。

相
手
に
言
わ
れ
た
か
ら
選
択
し
た
と
言
う

こ
と
で
は
な
い
。

小関　祥子北谷　峰二

小関　祥子水石　玲子
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◆
土
岐
市
立
総
合
病
院
の
指
定
管
理
者

導
入
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ａ
岐
阜
厚
生
連
か
ら
、
土
岐
市
立
総

合
病
院
の
指
定
管
理
を
し
た
い
と
の
こ

と
。
東
濃
中
部
医
療
提
供
体
制
検
討
会
は

す
で
に
具
体
的
な
こ
と
ま
で
検
討
さ
れ
て

い
る
が
、
な
ぜ
、
議
員
の
傍
聴
が
許
さ
れ

な
い
の
か
？

　

意
思
形
成
過
程
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な

議
論
も
あ
る
。
そ
れ
が
誤
解
や
憶
測
を
呼

ぶ
と
危
惧
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
傍
聴
し

て
い
た
だ
く
べ
き
会
議
で
は
な
い
と
い
う

認
識
で
す
。

　

総
務
省
は
指
定
管
理
者
の
選
定
に
つ
い

て
は
、
公
正
か
つ
十
分
な
透
明
性
が
確
保

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
東
濃
中
部
医
療
提
供
体
制
検
討
会

は
不
透
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
今
後

も
今
の
ま
ま
非
公
開
な
の
か
？

　

先
ほ
ど
答
え
た
通
り
で
す
。

　

民
間
活
用
も
一
つ
の
方
法
だ
と
思
う

が
、
一
院
化
そ
の
も
の
が
市
民
に
説
明
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
は
問
題
と
思
う
。

　

議
会
制
民
主
主
義
の
中
で
は
、
議
会
の

意
見
が
市
民
を
代
表
と
す
る
も
の
。
議
員

◆
ゴ
ミ
に
つ
い
て

　

土
岐
市
の
課
題
と
い
た
し
ま
し
て
１
人

が
出
す
年
間
ご
み
の
量
が
全
国
平
均
値
や

岐
阜
県
の
平
均
値
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。
今
回
の
指
定
ご
み
袋
の
変

更
に
よ
り
、
ご
み
の
量
に
変
化
が
あ
り
ま

し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

可
燃
ご
み
に
関
し
ま
し
て
は
切
り
か
え

前
の
６
月
で
は
、
前
年
比
９
・
７
％
の
増
、

切
り
か
え
後
の
７
月
に
つ
き
ま
し
て
は

14
・
３
％
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
は
っ
き
り
し
た
傾
向
が
出
て
い
な

い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後

の
状
況
を
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
と
い
う

こ
と
で
考
え
て
お
り
ま
す
。

●
駆
け
込
み
需
要
が
あ
り
ま
し
た
の
で
こ

れ
を
機
会
に
市
民
の
皆
様
の
意
識
が
高
く

な
り
、
ご
み
の
量
が
減
少
し
て
い
く
の
を

望
ん
で
お
り
ま
す
。

生
ご
み
の
自
家
処
理
を
促
進
し
生
ご
み

の
堆
肥
化
、
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
土
岐
市
ご
み
堆
肥
化
減
量

化
促
進
補
助
金
交
付
要
綱
な
ど
を
活
用

し
、
今
後
に
お
い
て
も
、
ご
み
出
し
説
明

会
な
ど
を
通
じ
て
資
源
化
の
お
話
を
さ
せ

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。

　

Ｊ
Ａ
岐
阜
厚
生
連
の
経
営
す
る
病
院
の

経
営
状
況
は
？

　

安
定
的
に
経
営
を
さ
れ
て
お
り
、
財
務

内
容
は
問
題
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　

市
民
へ
の
説
明
は
ど
の
よ
う
な
計
画
な

の
か
？

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
、
市
議
会

へ
の
説
明
、
連
合
自
治
会
理
事
会
へ
の
説

明
は
す
で
に
行
っ
て
い
る
。

　

医
師
確
保
が
可
能
な
法
人
が
委
託
先
に

な
る
こ
と
が
条
件
と
い
う
こ
と
だ
が
、
Ｊ

Ａ
岐
阜
厚
生
連
は
ク
リ
ア
し
て
い
る
か
。

　

東
濃
厚
生
病
院
の
医
師
確
保
状
況
に
つ

い
て
は
非
常
に
安
定
的
に
確
保
さ
れ
て
い

る
と
理
解
を
し
て
い
る
。

　

経
費
削
減
に
つ
な
が
ら
な
い
と
わ
か
っ

た
時
点
で
後
戻
り
も
あ
る
の
か
？

　

指
定
管
理
制
度
導
入
は
決
定
し
て
い
な

い
が
、
経
費
削
減
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　

病
院
経
営
支
援
機
構
経
営
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
効
果
は
？

　

収
益
増
、
診
療
材
料
費
の
購
入
費
、
委

託
料
の
経
費
削
減
を
す
す
め
る
と
い
う
こ

と
で
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
と
も
に
、協
議
、

交
渉
を
重
ね
て
い
る
。

●
今
、
霞
が
関
で
は
権
力
が
国
民
の
声
を

無
視
し
て
闊
歩
し
て
い
る
。
土
岐
市
に
お

い
て
は
民
主
的
な
自
治
体
運
営
を
継
続
し

て
い
か
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
市
職
員
の
地
元
採
用
に
つ
い
て

　

恵
那
市
で
は
、
地
元
の
高
校
生
に
地
元

に
住
み
続
け
て
も
ら
お
う
と
一
般
事
務
職

員
の
採
用
に
市
内
高
校
枠
を
新
設
し
た
そ

う
で
す
。
災
害
時
な
ど
土
地
勘
が
あ
る
職

員
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

土
岐
市
で
は
土
岐
市
在
住
者
と
市
外
職

員
の
比
率
は
ど
の
様
に
な
っ
て
お
り
ま
す

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
今
後
採
用
に
市
内
枠

等
の
新
設
は
お
考
え
に
な
っ
て
お
ら
れ
る

で
し
ょ
う
か
。

　

市
内
在
住
者
は
病
院
で
49
・
７
％
。
消

防
職
で
市
外
在
住
者
は
54
・
８
％
そ
の
他

の
職
で
59
・
６
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

病
院
、
そ
の
他
の
職
員
で
は
県
外
在
住
者

も
数
％
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。地

元
採
用
を
設
け
る
こ
と
は
職
業
差
別

に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
し
て
非
常
に

難
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●
災
害
が
多
発
し
て
い
る
昨
今
で
あ
り
ま

す
の
で
災
害
対
策
は
急
務
で
あ
り
ま
す
。

ま
さ
か
の
事
態
発
生
に
も
初
動
の
対
応
は

市
職
員
の
方
が
占
め
る
割
合
が
大
変
多
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

災
害
協
定
や
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
活
動
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
、

す
ぐ
駆
け
つ
け
る
こ
と
の
で
き
る
職
員
を

緊
急
対
策
担
当
に
配
置
で
き
る
よ
う
な
何

ら
か
の
対
策
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
す
。

小関　祥子山田　正和

小関　祥子和田　悦子
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土 岐 市 議 会 だ よ り

◆
緊
急
時
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
を
確

実
に
保
護
者
の
も
と
に
帰
す
対
応
は

　

大
阪
府
北
部
地
震
で
は
、
発
生
が
平
日

の
朝
で
、
児
童
・
生
徒
が
登
校
園
中
や
既

に
登
校
し
た
後
で
、
多
く
の
保
護
者
が
、

園
や
学
校
に
い
る
子
供
の
引
き
取
り
に
苦

労
し
た
と
の
こ
と
。
児
童
・
生
徒
を
保
護

者
の
も
と
へ
確
実
に
帰
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
職
場
の
関
係
や
諸
事

情
に
よ
っ
て
、
両
親
以
外
の
祖
父
母
、
そ

れ
か
ら
親
戚
の
人
、
近
所
の
親
同
士
な
ど

の
引
き
取
り
に
は
、
引
き
取
り
カ
ー
ド
等

が
用
意
さ
れ
て
い
る
と
お
聞
き
し
て
お
り

ま
す
。
地
震
発
生
や
警
報
の
発
令
な
ど
緊

急
時
の
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
へ
の
引
き

渡
し
は
、
市
内
の
学
校
現
場
の
対
応
に
つ

い
て
の
ご
答
弁
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

登
下
校
中
に
そ
う
し
た
緊
急
事
態
が
起

こ
る
こ
と
も
十
分
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
の
場
合
は
、
子
供
た
ち
が
そ
う
し

た
経
験
を
す
る
中
で
学
ん
で
い
く
と
い
う

こ
と
で
、
命
を
守
る
訓
練
を
今
ま
で
は
地

震
が
起
こ
っ
た
教
室
内
で
ど
う
身
を
守
る

か
と
い
う
こ
と
が
中
心
の
命
を
守
る
訓
練

で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
い
ろ
い
ろ

◆
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　

空
き
家
の
調
査
に
つ
い
て
。

　

一
次
調
査
は
、
本
年
10
月
か
ら
11
月
ま

で
の
期
間
に
自
治
会
に
依
頼
し
、
敷
地
外

か
ら
の
目
視
で
空
き
家
と
思
わ
れ
る
建
物

を
、
地
図
上
に
マ
ー
キ
ン
グ
す
る
も
の
。

次
に
、
一
次
調
査
を
基
に
担
当
課
職
員
を

中
心
に
詳
細
な
状
況
を
把
握
す
る
、
二
次

調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

空
き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て
の
具
体
的

な
対
応
に
つ
い
て
。

　
現
行
の
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

周
辺
自
治
体
の
状
況
を
鑑
み
な
が
ら
、
増

額
等
の
検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
事
業
の
活
用
の
推
進
に

つ
い
て
。

　

空
き
家
の
増
加
ス
ピ
ー
ド
に
比
べ
て
、

空
き
家
バ
ン
ク
事
業
が
活
性
化
し
て
い
な

い
が
、
こ
の
推
進
に
関
し
て
は
、
啓
発
用

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
、
固
定
資
産

税
の
納
税
通
知
書
用
封
筒
に
登
録
案
内
を

掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
空
き
家
リ
フ
ォ

ー
ム
補
助
金
の
増
額
も
検
討
し
て
い
る
。

　

特
定
空
き
家
の
対
応
に
つ
い
て
。

　

行
政
代
執
行
に
つ
い
て
は
、
公
衆
用
道

な
時
間
帯
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
を
想
定
し

な
が
ら
学
ぶ
訓
練
を
す
る
よ
う
対
応
し
て

い
ま
す
。
土
岐
市
で
は
、
気
象
警
報
が
ま

ず
大
き
な
判
断
の
基
準
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
気
象
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、
児

童
・
生
徒
が
登
校
前
は
自
宅
待
機
と
し
て

お
る
と
こ
ろ
で
す
。
登
校
後
で
あ
り
ま
し

た
ら
、
学
校
内
が
安
全
で
あ
る
と
い
う
判

断
の
も
と
、
安
全
が
確
保
さ
れ
る
ま
で
学

校
で
待
機
す
る
対
応
で
ご
ざ
い
ま
す
。
警

報
解
除
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
職
員

が
通
学
路
を
見
回
っ
て
、
安
全
確
認
を
行

う
こ
と
を
原
則
と
し
ま
し
て
、
そ
の
上
、

学
校
職
員
の
引
率
指
導
の
も
と
で
下
校
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
警
報
が
解
除

さ
れ
な
い
場
合
は
、
生
徒
の
安
全
を
最
優

先
に
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
保
護

者
等
に
よ
る
引
き
取
り
を
行
う
の
が
原
則

と
な
り
、
多
く
の
学
校
が
引
取
り
カ
ー
ド

と
な
る
も
の
を
作
り
ま
し
て
、
四
月
当
初

に
、
災
害
時
に
引
き
取
り
を
行
う
場
合
、

ど
な
た
が
お
見
え
に
な
る
か
は
、
カ
ー
ド

を
用
い
て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

原
則
と
し
て
い
る
学
校
が
殆
ど
で
あ
り
ま

す
。
た
だ
、緊
急
時
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

そ
の
と
き
に
な
ら
な
い
と
分
か
ら
な
い
部

分
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
と
き
は
学

校
が
丁
寧
に
、
迎
え
に
来
ら
れ
る
方
の
身

元
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
何
か
事
故

に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
の
で
、
で
き
る
限
り
慎
重
に
対
応
す
る

よ
う
学
校
で
や
っ
て
お
り
ま
す
。

路
や
特
に
通
学
路
等
に
接
し
て
い
る
な
ど

市
民
に
対
し
て
危
険
度
が
高
い
特
定
空
き

家
に
つ
い
て
優
先
的
に
検
討
し
て
い
く
事

と
な
る
。
し
か
し
、
安
易
な
代
執
行
の
実

施
は
、
市
に
任
せ
れ
ば
い
い
と
い
う
意
識

が
広
ま
り
、
却
っ
て
空
き
家
が
放
置
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
費
用
の
回
収

が
非
常
に
困
難
で
あ
る
な
ど
代
執
行
に
つ

い
て
は
今
後
も
慎
重
に
考
え
て
い
き
た
い
。

◆
市
道
等
の
除
草
対
策
に
つ
い
て

　

市
道
の
除
草
の
計
画
に
つ
い
て
。

　

除
草
の
市
の
基
本
的
な
考
え
は
、
住
居

周
辺
は
で
き
る
限
り
市
民
の
方
で
と
い
う

こ
と
で
、
草
刈
り
機
の
替
え
刃
や
燃
料
等

の
支
給
で
対
応
を
お
願
い
し
て
い
る
。
中

央
縦
貫
道
、
泉
北
部
線
、
農
免
道
路
な
ど

郊
外
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
、
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
年
一
〜
三
回
、
外
部
委
託
に
よ

り
実
施
し
て
い
る
。

　

防
草
シ
ー
ト
の
活
用
の
考
え
は
。

　

防
草
シ
ー
ト
の
方
が
委
託
よ
り
費
用
が

割
高
と
な
る
。
除
草
業
務
は
高
齢
者
等
の

安
定
雇
用
確
保
や
障
が
い
者
就
労
施
設
等

の
受
注
を
図
る
た
め
委
託
し
て
い
る
面
も

あ
り
、当
面
は
委
託
業
務
で
対
応
し
た
い
。

　

防
草
ブ
ロ
ッ
ク
採
用
の
考
え
は
。

　

防
草
ブ
ロ
ッ
ク
と
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
品
の
形
状
に
加
工
を
施
し
、

間
か
ら

生
え
る
雑
草
の
生
育
を
妨
げ
る
も
の
で
あ

る
が
、
防
草
機
能
に
不
明
確
な
部
分
も
あ

る
よ
う
で
、
他
団
体
の
利
用
状
況
を
確
認

し
て
検
討
し
た
い
。

小関　祥子水野　哲男

小関　祥子小栗　恒雄
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◆
災
害
対
策
に
つ
い
て

　

最
近
の
雨
の
降
り
方
を
み
る
と
、
平
成

20
年
に
作
成
さ
れ
た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

　

水
防
法
が
改
正
さ
れ
、平
成
32
年
に
見
直

し
の
予
定
で
す
。
想
定
最
大
雨
量
が
現
行

は
24
時
間
雨
量
３
０
５
ミ
リ
で
す
が
、
見

直
し
で
は
６
３
７
ミ
リ
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
か
ら
の
避
難
指
示
な
ど
の
情
報
の
徹

底
策
を
伺
い
ま
す
。

　

周
知
方
法
と
し
て
、
防
災
無
線
、
自
治

会
長
さ
ん
へ
の
電
話
連
絡
、
広
報
車
に
よ

る
巡
回
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
携

帯
電
話
へ
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の
配
信
と
い

っ
た
複
数
の
手
段
を
利
用
し
て
お
り
ま
す
。

緊
急
メ
ー
ル
は
現
在
も
約
８
，７
０
０
人

が
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

高
齢
者
の
集
会
な
ど
に
職
員
を
派
遣
し
て

登
録
者
を
増
や
す
検
討
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

飲
料
水
の
確
保
な
ど
、
上
水
道
の
耐
震

改
修
の
現
況
は
ど
う
で
す
か
。

　

上
水
道
の
耐
震
化
率
は
32・５
％
で
、
消

火
栓
も
配
水
池
が
正
常
で
あ
れ
ば
、
耐
震

化
し
た
路
線
で
は
使
用
可
能
と
考
え
て
い

ま
す
。
飲
料
水
の
確
保
策
と
し
ま
し
て
は
、

◆
小
学
校
の
プ
ー
ル
に
つ
い
て

　

夏
休
み
中
の
プ
ー
ル
の
開
放
状
況
と
開

放
条
件
に
つ
い
て
。

　

市
内
８
校
の
小
学
校
で
結
果
的
に
実
施

し
た
日
数
は
、
１
日
か
ら
10
日
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
開
催
す
る
か
否
か
の
基
準

に
つ
い
て
は
、
主
に
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
（
暑
さ
指

数
）、
各
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
決
め

た
気
温
、
大
体
35
か
ら
37
度
の
間
。
或
い

は
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
湿
度
と
い
っ
た
数
値

を
基
準
。
各
校
開
催
日
数
に
差
が
生
じ
た

の
は
、
暑
さ
指
数
や
気
温
の
他
に
、
自
校

の
環
境
条
件
、
例
え
ば
通
学
の
距
離
と
か

時
間
、
或
い
は
立
地
条
件
や
日
よ
け
の
有

無
、
日
射
量
、
参
加
人
数
、
プ
ー
ル
サ
イ

ド
の
気
温
な
ど
を
考
慮
し
、
学
校
ご
と
に

複
数
の
基
準
を
設
け
な
が
ら
校
長
が
判
断

を
し
た
結
果
と
捉
え
て
い
る
。

　

ミ
ス
ト
扇
風
機
及
び
ミ
ス
ト
散
布
機
導

入
に
つ
い
て
提
案
。

　

各
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
暑
さ
対
策
と
い
う

こ
と
で
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

の
中
で
、
あ
る
学
校
で
は
簡
易
的
な
も
の

を
準
備
し
た
り
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
対

応
し
て
き
て
い
ま
す
。
今
回
の
暑
さ
に
つ

配
水
池
の
容
量
は
非
常
時
で
の
数
日
間
分

は
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
の
職
員
の
連
絡
体
制
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

緊
急
連
絡
簿
を
作
成
し
て
、
連
絡
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
職
員
用

の
一
斉
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き

る
環
境
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
か
ら
で
も
発
信

が
可
能
で
あ
り
ま
す
。

◆
ご
み
対
策
に
つ
い
て

　

焼
却
ゴ
ミ
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
、
も

っ
と
資
源
物
と
し
て
回
収
す
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

資
源
物
の
品
目
を
増
や
す
こ
と
は
、
ゴ

ミ
減
量
化
の
有
効
な
方
法
で
は
あ
り
ま
す

が
、
集
積
場
所
、
出
荷
価
格
等
課
題
も
多

く
あ
り
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

多
く
の
市
で
は
、
ご
み
ポ
イ
捨
て
禁
止

条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
土
岐
市

で
も
制
定
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

生
活
環
境
保
全
に
関
す
る
条
例
、
不
法

投
棄
の
防
止
に
関
す
る
要
綱
な
ど
が
あ

り
、
従
来
の
方
針
を
踏
襲
し
て
生
活
環
境

の
保
全
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

不
法
投
棄
監
視
員
の
方
々
に
、
家
庭
ゴ

ミ
の
ポ
イ
捨
て
禁
止
を
今
ま
で
以
上
に
お

願
い
で
き
ま
せ
ん
か
。

　

監
視
員
は
各
地
区
の
事
情
に
精
通
し
た

方
で
す
の
で
、
町
内
会
等
で
の
啓
発
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
検
討
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

い
て
は
か
な
り
い
ろ
ん
な
部
分
で
配
慮
す

る
必
要
が
出
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
状
況

や
活
用
し
て
い
る
学
校
の
効
果
が
ど
の
程

度
の
も
の
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
聴
収

し
な
が
ら
、
今
後
ど
う
し
て
い
く
か
と
い

う
事
に
つ
い
て
は
検
討
課
題
の
一
つ
に
し

て
い
き
た
い
な
と
い
う
ふ
う
に
捉
え
て
お

り
ま
す
。

◆
幼
稚
園
室
等
の
暑
さ
対
策
に
つ
い
て

　

今
後
の
エ
ア
コ
ン
の
導
入
に
つ
い
て
。

　

ご
指
摘
の
学
校
施
設
環
境
改
善
補
助
金

の
要
望
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
平
成
31
年
度

の
要
望
調
査
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
公
立
幼

稚
園
の
保
育
室
等
の
空
調
設
備
事
業
に
つ

い
て
県
に
補
助
要
望
と
し
て
建
築
計
画
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ク
ー
ラ
ー
の
設
置
要
望
書
を
提
出
す
る

と
い
う
お
話
し
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
す
ご
い
猛
暑
と
い
う
事
で
、

多
く
の
幼
稚
園
、
保
護
者
の
方
か
ら
も
い

ろ
い
ろ
な
要
望
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
様
か
ら
も
同
様
な

要
望
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

エ
ア
コ
ン
設
置
導
入
時
期
に
つ
い
て
。

　

電
力
会
社
の
工
事
と
い
う
も
の
が
発
生

し
、
そ
の
調
整
等
に
時
間
を
要
し
た
事
が

あ
り
ま
し
た
。
各
園
に
よ
っ
て
状
況
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
現
在
そ
れ
ぞ
れ
の
園
の

確
認
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

交
付
金
の
採
択
が
ど
う
な
る
の
か
、
国
の

動
向
と
も
考
慮
し
な
が
ら
対
応
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

小関　祥子各務　和彦

小関　祥子楓　博元
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土 岐 市 議 会 だ よ り

◆
中
体
連
大
会
出
場
に
つ
い
て

　

全
国
大
会
代
表
選
手
の
本
人
及
び
コ
ー

チ
等
随
行
員
の
旅
費
・
交
通
費
は
。

　

コ
ー
チ
や
随
行
員
は
２
校
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

費
・
部
活
動
育
成
費
の
中
で
対
応
し
４
校

は
基
本
的
に
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

引
率
の
先
生
の
旅
費
・
交
通
費
は
。

　

県
の
出
張
旅
費
規
程
に
従
い
ま
し
て
、

県
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
変
則
的
な
時

間
で
の
対
応
も
多
い
た
め
県
費
扱
い
と
は

せ
ず
に
学
校
の
部
活
動
関
連
予
算
で
対
応

し
て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

　

同
じ
市
内
の
学
校
の
代
表
選
手
に
支
給

す
る
学
校
と
支
給
し
な
い
学
校
が
あ
る
の

は
不
平
等
で
あ
り
ま
す
。
近
隣
で
は
選
手

派
遣
の
補
助
金
交
付
を
さ
れ
て
い
る
市
も

あ
り
ま
す
。
遠
方
の
開
催
時
に
は
家
庭
の

事
情
で
出
場
辞
退
と
な
る
場
合
も
想
定
さ

れ
ま
す
が
、
教
育
委
員
会
の
考
え
は
。

　

他
市
の
動
向
を
見
な
が
ら
何
が
出
来
る

か
を
整
理
し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◆
イ
オ
ン
に
つ
い
て

　

イ
オ
ン
関
連
の
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

　

市
の
道
路
は
、
31
年
度
中
に
80
％
完
成

し
、
一
部
の
事
業
と
国
交
省
の
分
に
つ
い

◆
土
岐
市
立
総
合
病
院
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ａ
岐
阜
厚
生
連
で
の
指
定
管
理
制
度

の
病
床
機
能
分
担
と
は
な
に
か
。

　

例
え
ば
脳
外
科
と
循
環
器
内
科
が
一
度

に
診
察
で
き
る
体
制
の
構
築
な
ど
、
現
状

よ
り
高
度
な
医
療
提
供
体
制
を
実
現
す
る

も
の
で
、
今
後
２
者
協
議
で
具
体
化
す
べ

き
も
の
。
現
時
点
で
検
討
会
で
は
具
体
的

内
容
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

病
床
機
能
分
担
や
人
事
交
流
は
指
定
管

理
を
導
入
し
な
く
て
も
出
来
る
の
で
は
。

　

可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
収
益
、
職

員
派
遣
、
職
員
の
身
分
、
そ
う
い
っ
た
諸

問
題
を
早
く
ク
リ
ア
す
る
た
め
に
、
非
常

に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

専
門
家
委
員
会
の
意
見
で
は
「
指
定
管

理
を
し
て
も
、
医
師
増
員
に
応
じ
る
理
由

は
大
学
に
は
な
い
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

医
師
不
足
な
の
に
う
ま
く
い
く
の
か
。

　

２
つ
の
病
院
で
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
な
い

で
、
早
く
一
つ
で
や
れ
と
い
う
エ
ー
ル
だ

と
受
け
と
っ
て
い
ま
す
。

　

指
定
管
理
に
求
め
る
条
件
の
現
在
よ
り

財
政
負
担
軽
減
、
医
療
提
供
体
制
の
向
上

と
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。

て
は
31
年
秋
に
完
成
の
予
定
で
す
。

　

財
産
区
造
成
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

　

全
体
の
進
捗
は
８
月
末
で
44
％
で
あ
り

31
年
度
中
に
は
完
成
を
し
た
い
と
財
産
区

よ
り
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

イ
オ
ン
の
開
業
は
２
０
２
１
年
以
降
と

な
っ
て
い
る
が
開
業
日
に
つ
い
て
協
定
は
。

　

開
業
時
期
に
つ
い
て
、
市
・
財
産
区
・

イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
３
者
で
お
約
束
し
た
と

い
う
も
の
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

市
は
多
額
の
基
盤
整
備
を
し
て
お
り
開

業
が
数
年
先
と
な
る
場
合
は
開
業
後
に
年

間
１
億
５
千
万
円
と
い
わ
れ
て
い
る
税
収

等
の
歳
入
が
遅
れ
ま
す
が
財
産
区
に
ど
の

様
に
負
担
を
求
め
ら
れ
る
の
か
。

　
（
市
長
）　

造
成
に
対
す
る
有
効
的
な
土

地
を
供
給
す
る
道
路
で
あ
り
そ
の
価
値
を

生
む
投
資
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
土
地（
Ｃ
街
区
）の
処
分
に
つ
い
て

　

オ
ー
ク
ワ
前
の
土
地
売
却
経
緯
は
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
に
業
務
施
設
・
駐

車
場
の
用
地
と
し
て
約
32
年
間
の
定
期
借

地
で
貸
付
け
て
い
ま
し
た
が
土
地
買
取
り

の
申
し
出
が
あ
り
売
却
い
た
し
ま
し
た
。

　

購
入
価
格
よ
り
８
８
０
０
万
円
の
差
額

損
と
な
る
が
売
却
価
格
の
根
拠
は
。

　
不
動
産
鑑
定
価
格
に
よ
る
も
の
で
す
。 

　

イ
ン
タ
ー
か
ら
降
り
て
の
一
等
地
が
新

車
及
び
中
古
車
販
売
等
の
会
社
が
出
来
る

事
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
は
。

　
（
市
長
）　

ベ
タ
ー
で
は
な
い
で
す
が
、土
地

利
用
を
促
す
観
点
で
は
べ
タ
ー
と
思
い
ま
す
。

　
（
市
長
）　

指
定
管
理
料
と
か
財
政
負
担

が
幾
ら
に
な
る
か
と
い
う
の
は
、
何
を
総

合
病
院
の
方
で
や
っ
て
頂
く
か
が
決
ま
ら

な
け
れ
ば
、
決
定
で
き
ま
せ
ん
。
基
本
的

に
指
定
管
理
に
移
行
し
て
急
性
期
を
ど
ち

ら
か
の
病
院
に
集
約
す
る
の
が
目
的
で
、

救
急
を
充
実
さ
せ
た
い
と
い
う
の
が
、
本

来
の
指
定
管
理
の
目
的
で
す
。

私
は
今
よ
り
随
分
と
経
営
状
況
と
負
担

状
況
は
減
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

総
合
病
院
の
救
急
医
療
を
や
め
て
も
い

い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
（
市
長
）　

こ
の
圏
域
な
ら
、
東
濃
厚
生

で
も
土
岐
総
に
集
約
し
て
も
当
面
の
救
急

医
療
体
制
は
維
持
で
き
る
と
思
う
。

　

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
も
あ
り
、

条
例
制
定
し
、
指
定
管
理
の
指
定
を
し
て

か
ら
、
大
量
離
職
に
な
れ
ば
リ
ス
ク
で
す
。

指
定
管
理
す
る
と
土
岐
市
の
病
院
職
員
は

０
で
す
。
指
定
管
理
後
に
一
病
院
化
が
上

手
く
い
か
な
か
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
。

　

当
面
は
指
定
管
理
制
度
に
よ
り
運
営
さ

せ
る
公
立
病
院
と
し
て
存
続
し
ま
す
。

　

統
廃
合
の
交
渉
前
に
相
手
に
指
定
管
理

で
運
営
を
任
せ
る
と
、足
元
見
ら
れ
た
り
、

不
利
な
条
件
を
押
し
付
け
ら
れ
な
い
か
。

　
（
市
長
）　

病
院
経
営
に
関
し
て
は
、
ド

ク
タ
ー
中
心
で
あ
り
、
私
に
ノ
ウ
ハ
ウ
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
形
で
も
リ
ス
ク
は

必
ず
あ
り
ま
す
の
で
、
何
が
ベ
タ
ー
か
と

い
う
の
は
、
皆
さ
ん
と
勉
強
し
な
が
ら
決

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小関　祥子山内　房壽

小関　祥子小関　篤司
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2018年11月15日

次回12月定例会（予定） ※午前９時開会予定。（変更の場合あり）

日 月 火 水 木 金 土
11/25 11/26 11/27 11/28 11/29 11/30 12/1

本会議 初日
（議案提案説明）

2 3 4 5 6 7 8
本会議 ２日目
（質疑・委員会付託・

一般質問）

本会議 3 日目
（一般質問）

9 10 11 12 13 14 15
本会議 ４日目
（一般質問） 第２常任委員会 第１常任委員会

16 17 18 19 20 21 22
本会議 最終日
（委員長報告　質
疑・討論・採決）

23 24 25 26 27 28 29

30 31

朝夕冷え込む季節となりましたが、皆さんいかがお過ごしでしょうか。
ついこの間まで猛暑や台風などの気候変動に振りまわされ、慌ただし

く過ごしてきましたが、今年も残すところ、１ヶ月あまりとなりました。
時の過ぎ行く速さを実感する今日この頃です。
さて、今年も議会報告会が開催され多くの方々にご参加いただきまし

た。市民の皆様の声を真 に受け止め、今後の議会活動に生かして参りま
す。これからも、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。
 （文責：水石　玲子）

編集後記

議会報告会を
開催しました
土岐市議会では、10月16日から10月

23日までの間に、市内６か所で６日間
にわたり、議会報告会を開催しました。
多くの市民の皆様にご参加いただき、

貴重な交流の場となりました。ありがと
うございました。
報告会の様子は、次回２月15日号で

詳しくお知らせする予定です。

議会だより編集委員会
編集委員長：鈴木　正義
副編集委員長：和田　悦子
委員：小栗　恒雄、山内　房壽
　　　杉浦　司美、後藤　久男
　　　水野　哲男、水石　玲子

京都府長岡京市（平成 30年８月８日）
平成29年８月に災害時議会対応指針が策定され、

指針検討の論点は、目的として、市議会は市民を代
表する議事、議決機関として市と連携し、非常時に
即応した機能を果たすことが求められている。災害
発生時には市の災害対応を支援、協力しながら、市
議会及び議員がどのように対応すべきか、共通の認
識を持つことが求められている。基本的な対応方針

としては、議員は
地域の一員とし
て、市民の安全確
保と応急対応等に
最大限努力するこ
とになっていまし
た。

大阪府高石市（平成 30年８月９日）
平成 26年９月定
例会において災害対
策会議設置要綱・災
害対策対応指針・大
規模災害の時に開く
手帳の決定。災害対
策指針については災
害対策本部が迅速かつ円滑な応急対策に全力で専念で
きるよう大局的な見地から必要な協力、支援を行うこ
と。また議員は、地域の一員として市民の安全確保と
応急対策にあたり、地域における共助の取り組みが円
滑に行われるよう努める。災害時の情報、要望につい
ては市議会災害対策会議を通し伝達することとなって
いました。

議会運営委員会　　　 テーマ 　市議会における災害時の対応について

行　政　視　察　報　告

報告会の様子



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


